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農 業

１ 学習指導の工夫・改善

(1) 各教科等における探究的な学び

新学習指導要領では、学習の基盤となる資質・能力や現代的な諸課題に対応して求め

られる資質・能力を育成するために、教科等横断的な学習を充実させることが求められ

ている。

各教科においては、「探究」の名称が付されていない科目等についても、それぞれの

内容項目に応じて、探究的な活動は取り入れられるべきものである。各教科における探

究的な学びには、探究のプロセス全体を通して資質・能力を育成するだけでなく、「整

理・分析」や「まとめ・表現」など探究のプロセスの一部に焦点を当てることも考えら

れる。この際、「考えるための技法」を効果的に活用することが重要である。

農業科においては、各科目における学習内容の改訂の共通点として、生徒が課題意識

をもって、主体的・計画的に農業学習に取り組むよう、「プロジェクト学習」の意義や

プロセス「①課題設定、②計画立案、③実施、④まとめ（反省・評価）」並びに実践に

ついて関係する科目に位置付けられている。各科目でプロジェクト学習の意義や実践に

ついて理解した上で、科目「課題研究」で農業学習の集大成として、専門的な知識と技

術を関連付け、その深化・総合化を図るよう探究することが必要である。

(2) 教科等横断的な視点を意識した年間指導計画の作成

農業科における学習内容には、施肥量や農薬等の希釈、栽植密度、塩分濃度、精白歩

合、オーバーランなど計算を伴う内容が含まれているため、数学科や理科（生物、化学）

において割合や単位、濃度の計算を身に付けておくことが重要である。また、国語科に

おける表現活動や、情報科における情報デザインなどの学びは、農業科における学校農

業クラブ活動において、自分の意見をまとめて発表したり、班ごとに研究を行い、スラ

イド等を用いて発表したりする場面で生かすことができる。また、農業経営者の育成に

当たっては、公民科で取り扱う、経済状況に関心をもつことが重要である。さらに、家

庭科の食に関する学習は、農業生産をしている農業科と内容に深いつながりがあると言

える。

このように農業科で学習する内容には、共通教科の学習内容を基礎としていたり、関

連したりしている分野が少なくない。日常的に他教科の科目担当者と情報交換を行った

り、シラバスなどに教科とのつながりを記載し見える化したりすることで、教科等横断

的な視点を意識し、生徒の学びを深めることにつなげることができる。

次の表は科目「食品化学」の年間指導計画の例である。

教科名 農業 科目名 食品化学

農業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、食品の

成分と栄養価値の利用に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 食品化学について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

科 目 の 目 標 (2) 食品化学に関する課題を発見し、農業や農業関連産業に携わる者として合理的かつ創造的

に解決する力を養う。

(3) 食品化学について食品の成分や栄養を理解し、農業の各分野で応用できるよう自ら学び、

農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。
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履 修 学 年 ２学年 単 位 数 ２単位

月 単元 学習内容 評価規準 評価方法 関 連

４ 「食品化学」 ①食品化学に関す 【知識・技術】食品化学に関するプロジェクト学 行動観察

とプロジェ るプロジェクト 習の意義や進め方について理解しているとともに、 ワークシート

クト学習 学習の意義 関連する技術を身に付けている。 小テスト

②プロジェクト学 【思考・判断・表現】食品化学に関する課題を発

習の進め方 見し、プロジェクト学習により科学的な根拠に基

づいて創造的に解決している。

【主体的に学習に取り組む態度】食品化学につい

て自ら学び、プロジェクト学習に必要な情報収集

と分析に主体的かつ協働的に取り組もうとしてい

る。

５ 食品の成分 ①食品成分の分類 【知識・技術】食品の成分について理解している 行動観察 化学

６ ②食品成分の機能 とともに、関連する技術を身に付けている。 ワークシート

③食品成分の変化 【思考・判断・表現】食品の成分に関する課題を 小テスト

発見し、科学的な根拠に基づいて創造的に解決し

ている。

【主体的に学習に取り組む態度】食品の成分につ

いて自ら学び、主体的かつ協働的に取り組もうと

している。

７ 食品の成 ①基本操作 【知識・技術】食品の成分分析について理解して 行動観察 課題

分分析 ②定量分析 いるとともに、関連する技術を身に付けている。 ワークシート 研究

③水分 【思考・判断・表現】食品の成分分析に関する課 実験レポート

④タンパク質、脂 題を発見し、科学的な根拠に基づいて創造的に解 小テスト

質、炭水化物 決している。

⑤無機質、ビタミ 【主体的に学習に取り組む態度】食品の成分分析

ン について自ら学び、主体的かつ協働的に取り組も

うとしている。

８ 食品の栄養 ①食品成分の代謝 【知識・技術】食品の栄養について理解している 行動観察 家庭

９ と栄養 とともに、関連する技術を身に付けている。 ワークシート 基礎

②栄養改善と機能 【思考・判断・表現】食品の栄養に関する課題を 実験レポート

性食品 発見し、科学的な根拠に基づいて創造的に解決し 小テスト

③食品成分表と栄 ている。

養的価値 【主体的に学習に取り組む態度】食品の栄養につ

いて自ら学び、主体的かつ協働的に取り組もうと

している。

２ 新学習指導要領における指導と評価の計画例

(1) 科目「食品化学」における計画例

ここでは、科目「食品化学」の単元「食品の成分分析」(全12時間)に関する指導と評

価の計画例を示すとともに、このうち第11時の「微量成分の定量分析」の評価及びICT

活用の事例について示している。

ア 単元の目標

(ｱ) 食品の成分分析について理解するとともに、関連する技術を身に付ける。

(ｲ) 食品の成分分析に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づいて創造的に解決する。

(ｳ) 食品の成分分析について自ら学び、主体的かつ協働的に取り組む。

科目「化学基礎」の内容
「(1)化学と人間生活」
と関連

科目「家庭基礎」の内
容「Ｂ 衣食住の生活の
自立と設計 (1)食生活
と健康」の学習内容と
関連

課題研究の〔指導項目〕
「(2)調査・研究・実
験」におけるプロジェク
ト学習で取り組む研究へ
発展

ここでは、〔指導項
目〕をそのまま単元
としている。

本事例では、〔指導項目〕をそのまま単元としているため、単元の目標
は、学習指導要領解説の該当する指導項目における身に付ける事項から
作成している。

２(1)に計
画例を示
す
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イ 単元の評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

食品の成分分析について理解 食品の成分分析に関する課題 食品の成分分析について自ら

しているとともに、関連する技 を発見し、科学的な根拠に基づ 学び、主体的かつ協働的に取り

術を身に付けている。 いて創造的に解決している。 組もうとしている。

ウ 単元の指導と評価の計画（12時間）

時間 ねらい 知 思 態

１～２ ・成分分析の基本操作や重量分析、容量分析を通して食品の ○

【２時間】 成分分析について学習する。

・分析に用いる機器の操作技術について習得する。 ○

３～８ ・身近な食品をサンプルとして分析実験を行うことで、分析 ○

【６時間】 方法の原理と測定値の取扱いについて考察する。

９～12 ・各種成分の分析方法と測定値の取扱いを理解し、定量分析 ○ ○

【４時間】 について考察する。

エ 学習指導案（11時間目／12時間中）

過程 主な学習活動 指示・説明及び 【観点】
指導上の留意点 ■評価方法

導入
(10分) 前時の学習内容を確認する。 前時の学習内容を説明する。 【知識・技術】

本時の学習内容を知る。 本時の学習内容を説明する。 ■ワークシート〔例１〕
実験の留意事項を説明する。

展開
(35分) しょうゆの塩分濃度について仮 濃口しょうゆと淡口しょうゆを

説を立てて説明する。 題材として、しょうゆの種類に
よる塩分濃度の違いについて考
えさせる（各自）。

モール法について説明を聞き、 モール法における試料・試薬の
実験操作を行うことで、実験の 秤量、実験器具の使用上の注意
原理を学ぶ。 点を説明する。

３～４人のグループに分かれ、 実験の操作について机間巡視・ 【態度】
実験操作を行う。 指導を行う。 ■行動観察

各グループより出された実験結 発表する順番の指示をする。
果について発表する。

ワークシートを活用し、モール モール法滴定値と、しょうゆの
法滴定値と塩分濃度の関係につ 塩分濃度について説明する。
いてまとめる。

学習支援ソフトを活用し、実験 実験結果としょうゆの塩分濃度 【態度】
の結果について整理する。 についてまとめる。 ■ワークシート

学習の振り返りを行う。 自己評価を実施させる。 【知識・技術】【態度】
まとめ 自己評価を実施する。 ■小テスト、ワークシート
(5分)

【問い】しょうゆはどんな原材料からできているか考えてみよう。

【問い】どちらのしょうゆが塩分濃度が高いか考えてみよう。

グループごとに実験の過程につ
いて観察する。

【問い】どちらのしょうゆが塩分濃度が高かったか確認してみよう。

普段の生活から食にどのくらい
興味･関心をもっているか観察す
る。

食品の原材料について知識の定
着が図られているか確認する。

ICT端末を活用し、実験結果測定値

を学習支援ソフトに記録する。

実験結果の滴定値と塩分濃度の関

係について、学習支援ソフトに記

録された数値を基に、科学的に検

証する。〔例２〕

小テストや自己評価を活用するこ

とにより学習の定着を図り、評価

の総括へとつなげる。

「ア 単元の目標」の文末を「～している」とすることで、作成できる。
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オ 評価問題等

(ｱ)「知識・技術」及び「主体的に学習に取り組む態度」の評価

本時で使用するワークシートの例を示す〔例１〕。設問の意図は吹き出しで、各

項目の評価のポイントは、四角枠で示している。

〔例１〕ワークシートの例

食品化学実験ワークシート（例）

モール法によるしょうゆの塩分濃度測定

○○年○○月○○日（○）出席番号：○○ 氏名：○○ ○○

１ しょうゆの原料は何か思い出してみよう。

大豆、米麹、食塩

２ どちらのしょうゆが塩分濃度が高いか予想してみよう。

塩分の高いしょうゆは（濃口しょうゆ ・ 淡口しょうゆ）

理由 色が濃いので塩分濃度が高そうだと思ったから

３ しょうゆの塩分濃度測定実験『モール法』について

原理 AgはClと反応して塩化銀となり沈殿し、さらにClが無くなる

とCrO4と反応してクロム酸銀となり、赤褐色の沈殿が生成される。

(1) 試料・試薬の調整

① メスピペットで1mlのしょうゆを計りとり、100mlメスフラスコ

に入れメスアップする。

② ①のしょうゆ10mlを10mlホールピペットで計りとり、コニカル

ビーカーに入れる。

③ クロム酸カリウム溶液を0.5ml計りとり、②のコニカルビーカー

に入れる。

----------------------------------------------
(2) 実験結果（右のQRコード参照）

実験結果については、各班代表者のICT端末を活用し

て入力すること。

(3) まとめ（グループで話し合ってまとめなさい）

実験結果から、どちらのしょうゆの塩分濃度が高いか理由も含め

てまとめなさい。

淡口しょうゆのほうが滴定値が多く、計算結果からも淡口し

ょうゆの塩分濃度が高い。色は濃口しょうゆの方が濃いが、塩

分濃度は淡口しょうゆの方が濃いことが分かった。

(ｲ) ICT端末の活用例

本授業では、実験結果を視覚的に分かりやすく生徒に示すために、学習支援ソフ

トを活用している。

〔例２〕学習支援ソフトの回答集約例

ICT端末を活用する

ことで、グラフで

視覚的に示され、

生徒の理解を促す

ことができる。

前時における学習の定着度を確認す
るための、「知識・技術」に関する
設問である。

グループごとに仮説を立てさせ、話合
いを行うための設問である。行動観察
により、「主体的に学習に取り組む態
度」を評価する。

いずれか1つを答えた場合は評価Ｂ、
全てを答えた場合は評価Ａとする。

説明を聞き、実験の原理及び実験方
法について理解しているかを確認す
る「知識・技術」に関する設問であ
る（四角枠内を答える）。

自ら発言をして話合いをしている場合

は評価Ａ、発言せず聞いているだけの

場合は評価Ｂとする。話合いに参加し

ていない場合は、声かけを行い、参加

するよう促す。

実験器具のみを答えた場合は評価

Ｂ、実験の原理及び使用する実験器

具を正しく答えた場合は評価Ａとす

る。

グループで話し合い、まとめを行う
ための設問である。

グループの考えをまとめ、分かりや

すく伝えようとしている場合は評価

Ｂ、評価Ｂの内容に加え、よりよい

改善方法を考えようとしている場合

は評価Ａとする。
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(2) 科目「野菜」における計画例

ここでは科目「野菜」を取り上げて、複数の〔指導項目〕を組み合わせて１つの単

元とした場合の指導と評価の計画について具体例を示す。

単元名 葉や花茎を利用する野菜（ホウレンソウ）の栽培

指導項目 (1) 「野菜」とプロジェクト学習

(3) 野菜の特性と栽培技術

(4) 野菜の栽培と管理・評価

(6) 野菜生産と経営の実践

ア 単元の目標

(ｱ) 野菜生産と環境の相互関係などの基本を理解するとともに、野菜栽培に関する科学的な見方

を身に付ける。

(ｲ) 野菜生産に関わる諸課題を発見し、科学的な根拠に基づいて創造的な野菜経営に取り組む能

力と態度を身に付ける。

(ｳ) 野菜生産の動向や特性、栽培技術について自ら学び、主体的かつ意欲的に取り組む態度を身

に付ける。

イ 単元の評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

野菜生産と環境の相互関係な 野菜生産に関わる諸課題を発 野菜生産の動向や特性、栽培

どの基本を理解しているととも 見し、科学的な根拠に基づいて 技術について自ら学び、主体的

に、野菜栽培に関する科学的な 創造的な野菜経営に取り組む能 かつ意欲的に取り組もうとして

見方を身に付けている。 力と態度を身に付けている。 いる。

ウ 単元の指導と評価の計画（８時間）

時間 ねらい 知 思 態

１～２ ・栽培上の特性について理解することができる。 ○

【２時間】

３ ・栽培管理･作型と経営について理解することができる。 ○ ○

【１時間】

４～７ ・実習を通して栽培管理ができる ○ ○

【４時間】

８ ・学習全体を通して栽培や経営に対する評価ができる。 ○ ○

【１時間】

エ 学習指導案（３時間目／８時間中）

科目名 野菜

単元名 葉や花茎を利用する野菜（ホウレンソウ）の栽培

本時の ア ホウレンソウの栽培管理・作型と経営について、理解する。

目標 イ 学んだ知識をもとに、経営や栽培方法について主体的かつ意欲的に取り組む。

知識・技術 主体的に学習に取り組む態度

Ａ 栽培方法や作型について、意義や根拠も含め グループワークに積極的に参加し、グルー

て理解している。 プの中心的役割を担い、周囲に伝わる明確

な発表をしている。

本時の評価規準 Ｂ 栽培方法や作型の基礎について理解してい グループワークに積極的に参加している。

る。

Ｃ 栽培方法、作型について理解できていない。 自身の考えも明確ではなく、グループワー

クでも消極的である。

課題研究におけるプ

ロジェクト活動での

必須となる経営面に

対する考え方、経済

性の検討を盛り込む

エ、オ(ｱ)参照

指導項目の
(2)野菜生産の役割と動向
(5)野菜の生産と経営

については、別の単元で学ぶ
ため、本計画例では除外して
いる。

学習指導要領の目標や内容、生徒の実態、前単元までの学習状況等を踏まえて作成する。

「ア 単元の目標」の文末を「～している」とすることで、作成できる。
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過程 主な学習活動 指示・説明及び 【観点】
指導上の留意点 ■評価方法

導入
（10分）

・前時の確認(栽培上の特 ・前時の授業内容を振り返る。
性）

・本時の目標及び学習内容 ・高品質なホウレンソウの栽培管理 【知識・技術】
の確認 や、作型と経営上の設計について

理解させる。 ■行動観察

展開 ・栽培管理の方法 ・播種、施肥、間引き、防除等の管 【知識・技術】
（35分） 理の実際について説明する。 ■ワークシート〔例３〕

・作型とは・品種とは ・北海道における作型とホウレンソ
ウの種類・品種について説明する。

・ホウレンソウの需給動向 ・需給曲線についての学びを振り返
り、北海道における生産の実態を
説明する。

・グループワーク ・高付加価値・高収益につながるホ
ウレンソウ栽培の在り方について
意見交換をする。

【態度】
■行動観察
■グループワークでの様子
（積極性・役割等）

・発表 ・学習をもとに自分たちで作型を設
計し、販売までの道筋と、そのよ
うに設計した根拠を発表する。

・発表内容のまとめ ・全グループの発表内容を振り返り、
よりよい栽培体系の在り方につい
て共有する。

まとめ ・本時の振り返り ・学んだこと、考えたことを振り返 【知識・技術】【態度】
（５分） る。 ■行動観察

・次回予告 ・「栽培・作型・経営についての学び ■ワークシート〔例４〕
を踏まえた栽培実践①」

・本時までの３時間の学習を踏まえ、
栽培実習を行うことを伝える。

前時の授業について知識の
定着が図られているか確認
する。

科目「生物」における植物
の生理・生態の学習内容と
関連付けながら、展開す
る。

科目「公共」や科目「農業
経済」で学ぶ需給動向と価
格の変動、マーケティング
についての学習との関連も
踏まえ、ホウレンソウの市
場特性について理解を深め
る。

経営者の視点に立って、ホ
ウレンソウをどのように栽
培したいと考えるか、グル
ープで主体的、協働的に思
考するよう促す。

科目「課題研究」における
プロジェクト学習（探究活
動）での取組につながるこ
とや、新たな研究テーマの
設定につながるよう指導す
る。

【問い】ホウレンソウの特性について思い出そう。

【問い】栽培に適している時期はいつだろうか。

【問い】どの時期に、どのような品種を栽培すると、収益が多くなるだ

ろうか。

基本的な栽培管理について理解さ

せる。

栽培についての学習を振り返り、

歩留まりがよい時期・抽台等が多

くなる時期について理解させる。

ICT端末を用い、全国における市場

価格の推移、北海道産の価格推

移、消費者ニーズについて調べる

と、より学びが深まる。

【問い】経営者として、どのようにホウレンソウを栽培しますか。

話合いが停滞した時は、キーワー

ドとして、端境期、寒締めホウレ

ンソウ、抽台による品質低下、他

作物との競合関係などを示し、話

合いを活発化させる。

発表した内容に関連した、社会動

向、世界の動き（SDGs、ゼロカー

ボン、みどりの食料システム戦略

等）を伝え、これからの農業経営

について考えさせる。

実習時における「主体的に

学習に取り組む態度」の評

価をオ(ｲ)で示す。
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オ 評価問題等

(ｱ)「知識・技術」及び「主体的に学習に取り組む態度」の評価

本時「栽培管理・作型と経営（ホウレンソウ）」において使用するワークシート

の例を示す〔例３〕。「知識・技術」に関する項目は、実線で囲み、「主体的に学習

に取り組む態度」に関する項目は、点線とし、生徒が分かりやすいよう工夫してい

る。評価については、次に示す表を基準に評価することとし、Ｃと判断した生徒へ

の手立ても示した。

なお、説明を基に思考させて記入する項目もあるが、本時は「思考・判断・表現」

について評価を行わない。

評価 Ａ Ｂ Ｃ

知識・技術【実線枠】 記入漏れがない １～２項目の記入漏れ ３項目以上の記入漏れ

主体的に学習に取り組む 考えたことや話合いの 考えたことや話合いの ＊Ｃと判断した生徒につ

態度【点線枠】 記録について、各項目 記録について、各項目 いて、個別学習での学び

３つ以上記入し、かつ ２つ以上記入してい の機会を作り、内容を深

内容が的確である。 る。 めた上で、再度栽培のあ

り方について考えさせ

る。

〔例３〕ワークシートの例

左欄には、自分自身の考えやグ
ループ内の意見を整理しながら
記入する。
右欄上段には、発表後、他の班
の意見の要点も記入し、下段に
は、最終的なグループの考えを
まとめる。

該当する項目に○を付け自己評
価とする。
生徒の自己評価と併せて、上記
の記入状況やグループワークで
の取組を踏まえ評価する。

プリントの様式は、単元内の授業
において継続して使用できるよう
工夫している。

天候や授業の展開によっては、栽
培に関わる管理の全てを行うこと
ができないため、実習で実施でき
なかった内容についても、記入で
きるのがポイントである。

また、播種前から収穫までの一連
の作業項目を知ることは、栽培上
の特性をつかむために、重要であ
る。
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(ｲ)「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の評価

〔例３〕における授業を踏まえ、次時に行う実習のワークシート例を示す〔例４〕。

本事例では、「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の評価例

を示す。

〔例４〕実習で用いるワークシートの例

「思考・判断・評価」の評価

○ 評価Ａと判断した例

○ 評価Ｂと判断した例

「主体的に学習に取り組む態度」の評価

○ 評価Ａと判断した例

夏場の栽培に比べ、抽だいが少なかった。規

格外が少なく、涼しくなってから作ると収益

も上がりやすいと思った。高温になる夏場に

収量を上げるための工夫にはどのようなこと ○ 評価Ｃと判断した例

があるか疑問に思った。

○ 評価Ｂと判断した例

夏場の栽培に比べ、抽だいが少なくてよかっ

た。たくさん収穫できたから、うれしい。

○ 評価Ｃと判断した例

楽しかった。

【Ａと判断した理由】
色の濃淡等、細かな点まで調査できている。
また、授業で得た知識と観察結果を関連付け
て記録できている。

【Ａと判断した理由】
授業で得た用語等の知識を基にした気付きに
ついて書かれており、学習や観察から生まれ
た経営改善と生産等の評価に関わる疑問や課
題についても書かれている。

【Ｂと判断した理由】
葉の形状と葉数について観察・記録できてい
る。併せて立性である品種の特徴を理解して
いる。

【Ｃと判断した理由及び生徒に対する手立て】
未記入のため、Ｃとする。個別に未記入の理由を
確認し、観察のポイントや栽培上の要点について
指導し、気付きを促す。

【Ｂと判断した理由】
学習や観察から生まれた気付きや収穫の際の
様子が記入されている。

【Ｃと判断した理由及び生徒に対する手立て】
感想のみの記入となっている。他の記入内容も
含め、未記入の項目が多い場合には、個別に声
かけを行い、学びや気付きを促す。


